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背景：若年痩せ女性は将来の骨粗鬆症予防のターゲット集団であると考えられるが、地域住

民において若年期以降の体重変化と骨密度との関連は明らかにされていない。 

方法：都市部住民コホート研究「神戸トライアル」のベースライン調査（2010-11年度）を

受けた 40-75歳の女性 749名を対象とした。調査時の body mass index（BMI）は身長と

体重の測定値より算出し、20歳時の BMIは調査時に聴取した 20歳時の体重と調査時の身

長から推定して、BMI18.5kg/m2未満を痩せとした。骨密度は調査時に踵骨で超音波法によ

り測定し、Tスコア-1SD未満を低骨密度とした。20歳時・調査時ともに痩せでなかった群

を対照に、20歳時かつ/または調査時に痩せであった群の、調査時に低骨密度であるリスク

を、ロジスティック回帰分析により多変量調整オッズ比を算出して推定した。 

結果：多変量調整オッズ比は、対照群に比べ、20歳時・調査時ともに痩せであった群で 3.94 

(95%信頼区間：1.97－7.89)と最も高く、また調査時のみ痩せだった群でも 2.95 (1.67－5.24)

と有意に高かった。20 歳時のみ痩せで調査時は痩せでなかった群のオッズ比は 0.87 (0.51

－1.48)であった。 

結論：若年期も中高年期も痩せでなかった群に比べ、どちらも痩せていた群では、中高年期

に低骨密度であるリスクは有意に上昇したが、若年期は痩せでも中高年期に痩せでない群

では、有意なリスクの上昇は認められなかった。若年期に痩せていても、それ以降に BMI

が改善すれば、中高年期の低骨密度を予防できる可能性が示された。 
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